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橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
昭
和
一
三
年

九
月
一
三
日
に
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
年
の

春
頃
か
ら
、
橿
原
神
宮
神
域
拡
張
と
畝
傍

山
東
北
陵
参
道
等
の
拡
張
整
備
工
事
が
始

め
ら
れ
た
（
起
工
式
は
、
十
三
年
五
月
八

日
）。
こ
れ
ら
の
工
事
は
全
国
か
ら
の
建
国

奉
仕
隊
、
つ
ま
り
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
合
わ
せ
て
一
二
一
万
余
人
が
参

加
し
た
。
一
四
年
一
一
月
二
六
日
に
奉
仕

隊
は
解
散
式
を
行
っ
た
。

工
事
現
場
の
各
所
か
ら
土
器
等
の
出
土

が
報
告
さ
れ
た
の
で
、
奈
良
県
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
調
査
会
の
末
永
雅
雄
が
、
調

査
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の

橿
原
神
宮
東
参
道
南
側
近
く
に
、
神
域
整

備
の
工
事
事
務
所
が
仮
設
さ
れ
て
い
た
が
、

調
査
事
務
所
は
、
さ
ら
に
そ
の
西
側
に
設

け
ら
れ
た
。
道
具
置
場
の
よ
う
な
仮
設
建

築
が
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
創
立
の
姿

で
あ
っ
た
。
こ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
市

内
畝
傍
町
在
住
の
高
橋
綾
野
さ
ん
（
九
十

歳
）
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
記
念
事
業
に
と

も
な
う
工
事
は
、
昭
和
一
四
年
に
概
ね
完

了
し
た
。
大
和
国
史
館
の
敷
地
（
現
在
の

研
究
所
の
場
所
）
に
研
究
所
の
仮
設
建
物

は
移
築
さ
れ
た
。
場
所
は
、
現
在
の
保
存

科
学
棟
か
ら
本
館
荷
解
場
に
か
け
て
の
位

置
で
、
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
の
南
北
に
長
い

建
物
で
あ
っ
た
。
二
ケ
所
に
吊
り
扉
が
あ

り
、
内
部
に
間
仕
切
り
は
な
か
っ
た
。
研

究
所
の
先
輩
の
お
話
の
中
に
出
て
く
る
囲

炉
里
は
、
細
長
い
建
物
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

り
、
扉
を
開
け
て
折
れ
曲
が
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
私
が
は
じ
め
て
こ
こ
に
入
っ

た
昭
和
三
四
年
頃
は
、
北
半
分
に
は
棚
が

組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
四
五
年
度
に
橿
原
公
苑
考
古
博
物

館
の
高
床
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
倉
庫
を

建
設
す
る
た
め
撤
去
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
四
八
年
度
に
考
古
博
物
館
は
、
橿
原

公
苑
か
ら
独
立
し
た
。

本
年
は
、
幅
広
く
、
多
く
の
成
果
を
上

げ
て
き
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
、
八
十

周
年
を
迎
え
る
。『
古
き
革
袋
に
新
し
き

酒
』
の
諺
の
よ
う
に
、
研
究
所
を
内
面
か

ら
変
革
し
て
行
政
機
関
と
し
て
の
立
場
を

貫
き
つ
つ
、
研
究
と
社
会
貢
献
の
充
実
を

図
る
一
年
間
に
し
た
い
。
今
後
も
研
究
所

が
永
く
継
続
す
る
た
め
の
一
年
目
と
し
た

い
。
現
職
員
の
奮
起
を
う
な
が
し
た
い
。

調
査
と
研
究
の
高
度
化
と
社
会
貢
献
も
う

な
が
し
た
い
。
関
係
各
位
皆
様
の
ご
鞭
撻

と
、
ご
指
導
を
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

謹
賀
新
年

―
橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
十
周
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
―
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谷

文

則
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研
究
所
が
八
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
長
き

に
わ
た
っ
て
常
に
考
古
学
界
の
先
頭
を

引
っ
張
り
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
歴
代
の
所
長
を
は
じ
め
研
究
員
、

学
芸
員
の
皆
様
の
日
頃
の
研
鑽
と
果
敢
な

実
践
の
賜
物
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

友
史
会
は
研
究
所
・
博
物
館
の
友
の
会
、

橿
原
考
古
文
化
財
団
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
研
究
所
・
博
物
館

を
盛
り
立
て
て
支
援
し
、
と
も
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
友
史
会
は
昭
和
三
十
年
、
附
属

博
物
館
の
前
身
で
あ
る
大
和
歴
史
館
が
開

催
す
る「
美
術
史
の
会
」と
し
て
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
臨
地
講
座

と
し
て
橿
原
公
苑
長
土
井
實
先
生
と
歴
史

館
主
任
の
小
島
貞
三
先
生
に
今
で
も
定
番

コ
ー
ス
の
明
日
香
村
を
案
内
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
回
参
加
者
は
十
九
人
で
し
た
。

発
足
当
時
の
ガ
リ
版
刷
り
の
往
復
は
が

き
の
開
催
案
内
と
会
報
は
ま
さ
に
学
芸
員

の
方
々
の
手
作
り
。
初
年
の
例
会
は
暑
い

七
月
に
二
回
と
八
月
も
開
催
し
、
気
候
の

良
い
十
一
月
は
農
繁
期
休
み
。
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
も
な
い
当
時
は
夏
休
み
が

活
動
の
中
心
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

友
史
会
の
名
前
は
翌
昭
和
三
一
年
の
友

史
会
誌
第
一
号
発
行
に
際
し
土
井
實
先
生

が
命
名
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
何
度
か
名
称
変
更
さ
れ
、
昭

和
五
六
年
か
ら
現
在
の
橿
原
考
古
学
研
究

所
友
史
会
と
な
り
ま
し
た
。

友
史
会
代
表
は
博
物
館
館
長
が
勤
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
六
一
年
、
友
史

会
三
十
周
年
の
節
目
の
年
か
ら
会
則
を
定

め
、
自
主
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
員

の
中
か
ら
、
中
井
寅
一
さ
ん
が
会
長
と
し

て
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
菅
谷
所
長

の
ご
指
導
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
自
主
運

営
開
始
か
ら
今
年
で
三
三
年
、
会
長
は
私

で
八
代
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
友
史
会

紋
章
も
こ
の
時
に
、
菅
谷
所
長
の
指
示
で

博
物
館
に
お
ら
れ
た
須
藤
聖
子
さ
ん
が
慈

光
寺
鬼
面
紋
軒
丸
瓦
を
元
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
ま
し
た
。

会
員
は
全
国
に
広
が
り
、
二
割
程
度
は

関
東
圏
、
一
割
程
度
は
中
部
圏
に
お
住
ま

い
で
す
。
こ
れ
ら
遠
隔
地
の
会
員
の
た
め

に
、
平
成
元
年
よ
り
東
京
で
、
平
成
十
五

年
よ
り
名
古
屋
で
、
大
和
考
古
学
講
座
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
で
は
年
四
回

（
う
ち
二
回
は
春
秋
の
特
別
展
関
連
講
演

会
）、
名
古
屋
で
二
回
開
催
し
、
さ
ら
に
大

阪
と
名
古
屋
で
交
互
に
秋
の
特
別
展
関
連

の
講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
講
師

の
先
生
方
に
は
、
毎
回
、
最
新
の
発
掘
情

報
や
特
別
展
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
い
て
お
り
、
満
員
の
盛
況
で
す
。

友
史
会
の
悩
み
の
一
つ
が
近
年
の
会
員

数
の
減
少
で
す
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
こ

こ
十
年
間
で
五
才
上
昇
し
て
お
り
、
定
年

の
延
長
に
よ
る
新
入
会
員
の
高
齢
化
も
要

因
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
委
員
は

高
齢
で
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
人
材
補

充
も
悩
み
で
す
。
友
史
会
は
継
続
が
第
一

で
す
の
で
、
社
会
情
勢
に
あ
わ
せ
た
運
営

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

橿
原
考
古
文
化
財
団
は
、
平
成
九
年
の

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
、
博

物
館
の
魅
力
向
上
の
た
め
開
設
さ
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
お

り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
は
開
設
当
初
か
ら
友
史
会
が

運
営
に
関
与
す
る
覚
書
を
結
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
商
品
の
仕
入
れ
や
経
理
処
理
は

専
任
の
博
物
館
事
務
職
員
が
行
い
、
実
質

的
に
は
博
物
館
の
運
営
で
し
た
。
平
成
十

四
年
に
、
県
よ
り
営
業
行
為
は
博
物
館
業

務
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
、
友

史
会
運
営
委
員
会
が
資
産
を
引
き
継
ぎ
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
運

営
委
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
店
舗

経
営
の
経
験
の
な
い
運
営
委
員
で
は

シ
ョ
ッ
プ
運
営
を
継
続
す
る
の
は
難
し
く
、

任
意
団
体
で
は
事
務
員
を
雇
え
な
い
、
責

任
が
運
営
委
員
個
人
に
か
か
る
こ
と
な
ど

の
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
二
四
年
に
友
史
会
会
長
が

こ
れ
ま
で
引
き
継
い
で
き
た
資
産
を
財
団

に
拠
出
す
る
形
で
一
般
財
団
法
人
を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。
法
人
格
を
得
た
こ
と
で
、

専
任
の
事
務
員
を
雇
用
で
き
、
経
理
面
も

明
朗
に
な
り
ま
し
た
。
役
員
に
は
友
史
会

員
、
研
究
所
・
博
物
館
の
Ｏ
Ｂ
と
、
現
職

の
研
究
所
・
博
物
館
管
理
職
が
理
事
、
監

事
、
評
議
員
に
名
を
連
ね
て
い
た
だ
け
た

こ
と
で
今
後
も
組
織
の
継
続
が
で
き
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
の
売
り
上
げ
の
約
五
割
を
書

籍
が
占
め
ま
す
が
、
昨
今
の
世
情
か
ら
売

り
上
げ
が
伸
び
悩
ん
で
い
て
、
安
定
財
源

は
図
録
販
売
手
数
料
で
す
。
一
方
、
新
商

品
の
開
発
に
も
力
を
注
ぎ
イ
ワ
ミ
ン
グ
ッ

ズ
は
定
番
商
品
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二

八
年
に
は
『
や
ま
と
の
み
や
け
と
女
性
司

祭
者

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
』
を
財
団

名
で
初
め
て
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
、
完

売
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
定
し
た
運

営
を
目
指
し
て
、
研
究
所
・
博
物
館
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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桓

橿
原
考
古
学
研
究
所
（
橿
考
研
）

が
、
平
成
三
十
年
に
創
立
八
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
橿
考
研
を
日

ご
ろ
か
ら
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
各
界
の
方
々
に
よ
り
、「
奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
十
周

年
を
祝
う
会
」（
御
代
表

橿
原
神

宮
宮
司

久
保
田
昌
孝
様
）
を
、
平

成
二
九
年
一
二
月
二
七
日
に
設
立
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

し
ま
す
。

祝
う
会
か
ら
の
御
申
し
出
に
よ
れ

ば
、
橿
考
研
が
八
十
周
年
を
機
に
、

日
本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
の
考
古
学

研
究
の
中
核
機
関
と
し
て
さ
ら
な
る

飛
躍
を
す
る
た
め
、
支
援
事
業
を
計

画
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
金
を

お
集
め
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

支
援
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
学
術

出
版
事
業
と
共
同
研
究
支
援
事
業
を

挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
学
術
出
版
事

業
は
、
天
理
市
所
在
の
黒
塚
古
墳
の

研
究
報
告
書
『
黒
塚
古
墳
の
研
究
』

の
刊
行
で
す
。
三
～
四
世
紀
の
東
ア

ジ
ア
史
研
究
の
新
た
な
礎
を
、
橿
考

研
の
手
で
築
く
よ
う
に
と
の
ご
激
励

で
す
。
ま
た
研
究
支
援
事
業
は
、
橿

考
研
を
核
と
し
た
国
内
外
の
考
古
学

研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
推
進

し
、
考
古
資
料
の
高
精
度
分
析
に
よ

り
、
正
倉
院
御
物
に
匹
敵
す
る
新
資

料
の
発
見
と
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で

の
古
代
文
化
交
流
の
解
明
に
つ
な
が

る
よ
う
に
と
、
可
搬
型
高
精
度
蛍
光

Ｘ
線
分
析
装
置
等
を
ご
支
援
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

橿
考
研
で
は
、
創
立
八
十
周
年
を

祝
う
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
同
事
業
に
広
く
ご
協
賛
い

た
だ
き
ま
す
皆
様
方
に
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
十
周
年
を
祝
う
会
」

設
立
と
事
業
の
ご
案
内

澗

監

環

看

潅潅潅潅潅

潅潅潅潅潅

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
十
周
年
を
祝
う
会
発
起
人
（
五
十
音
順
）

青
木

明
美
（
一
般
社
団
法
人
橿
原
考
古
文
化
財
団
代
表
理
事
）

青
山

信
房
（
社
会
医
療
法
人
平
成
記
念
病
院
理
事
長
）

浅
井

充
晶
（
公
益
財
団
法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
代
表
理
事
）

甘
利

治
夫
（
株
式
会
社
奈
良
新
聞
社
代
表
取
締
役
）

石
野

博
信
（
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
名
誉
館
長
）

泉
森

皎

（
公
益
財
団
法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
業
務
執
行
理
事
）

植
島

寶
照
（
飛
鳥
寺
住
職
）

植
野

康
夫
（
奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
）

植
村

家
忠
（
高
取
町
長
）

梅
田

勝
文
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
の
会
世
話
役
代
表
）

大
野

玄
妙
（
聖
徳
宗
総
本
山
法
隆
寺
管
長
）

岡
田

悦
雄
（
真
言
宗
醍
醐
派
大
本
山
大
峯
山
龍
泉
寺
住
職
）

花
山
院
弘
匡
（
春
日
大
社
宮
司
）

苅
谷

俊
介
（
俳
優
・
考
古
学
者
）

喜
多

一
嘉
（
喜
多
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

川
俣

海
淳
（
龍
蓋
寺
〈
岡
寺
〉
住
職
）

久
保
田
昌
孝
（
橿
原
神
宮
宮
司
・
本
会
発
起
人
代
表
）

河
野

良
文
（
大
安
寺
管
主
）

五
條

良
知
（
金
峯
山
修
験
本
宗
管
長
・
総
本
山
金
峯
山
寺
管
領
）

狹
川

普
文
（
華
厳
宗
大
本
山
東
大
寺
別
当
・
華
厳
宗
管
長
）

佐
藤

進

（
佐
藤
薬
品
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

里
中
満
智
子
（
漫
画
家
）

佐
野

純
子
（
奈
良
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
代
表
）

篠
原

豊
一
（
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
）

下
尾

茂
敏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
友
史
会
会
長
）

白
石
太
一
郎
（
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
館
長
）

鈴
木

寬
治
（
大
神
神
社
宮
司
）

高
内

良
輯
（
上
宮
皇
院
菩
提
寺
〈
天
台
宗
橘
寺
〉
住
職
）

夛
川

俊
映
（
法
相
宗
大
本
山
興
福
寺
貫
主
）

竹
田

正
則
（
橿
原
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
長
）

田
代

弘
興
（
真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
主
・
豊
山
派
管
長
）

辻
村

泰
善
（
真
言
律
宗
元
興
寺
住
職
）

寺
澤

薫

（
桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

中
井

隆
男
（
大
和
ガ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

長
岡

雅
美
（
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

中
谷

昌
紀
（
一
般
社
団
法
人
橿
原
観
光
協
会
会
長
）

並
河

健

（
天
理
市
長
）

西
山

明
彦
（
律
宗
総
本
山
唐
招
提
寺
長
老
）

藤
田

三
郎
（
田
原
本
町
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
）

前
田

智
子
（
一
般
社
団
法
人
橿
原
考
古
文
化
財
団
理
事
）

松
井

正
剛
（
桜
井
市
長
）

真
野

響
子
（
俳
優
）

村
上

太
胤
（
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
管
主
）

森

正
光
（
石
上
神
宮
宮
司
）

守
金

眞
滋
（
金
橋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

森
川

裕
一
（
明
日
香
村
長
）

森
下

惠
介
（
山
の
考
古
学
研
究
会
会
長
）

森
下

豊

（
橿
原
市
長
）

森
本

俊
一
（
三
和
澱
粉
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

山
本

太
治
（
株
式
会
社
三
輪
山
本
代
表
取
締
役
社
長
）

諌

間

還

閑
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平
成
三
十
年
度
に
橿
考
研

は
、
八
十
周
年
記
念
行
事
と
し

て
、
式
典
、
祝
宴
、
特
別
展
、

講
演
会
、
記
念
出
版
等
、
様
々

な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

式
典
・
祝
宴
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
計
画
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
研
究
所
と
友
史
会
を
通
じ

て
後
日
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
本
号
で
は
、
事

業
の
概
要
と
時
期
に
つ
い
て
、

先
行
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
八
十
周
年
記
念
式
典

日

時
：
平
成
三
十
年
六
月
一
六
日

（
土
）
午
後
三
時
～

会

場
：
橿
原
考
古
学
研
究
所
講
堂

内

容
：
式
典
、
講
演
会

②
八
十
周
年
記
念
祝
宴

日

時
：
平
成
三
十
年
六
月
一
六
日

（
土
）
午
後
五
時
三
十
分
～

会

場
：
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
大
和

※
会
費
制

③
八
十
周
年
記
念
特
別
展

◇
春
季
特
別
展

会

期
：
平
成
三
十
年
四
月
二
一
日

（
土
）
～
六
月
一
七
日
（
日
）

テ
ー
マ
：『（
仮
）
橿
考
研
の
八
十
年

―
旧
石
器
時
代
か
ら
倭
の

五
王
の
時
代
ま
で
―
』

研
究
講
座
：
平
成
三
十
年
五
月
六
日

（
日
）、
六
月
十
日
（
日
）、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
～

四
時
三
十
分
、

会

場
：
橿
考
研
講
堂

大
和
考
古
学
講
座

：
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日

（
土
）

会

場
：
東
京
国
立
博
物
館

◇
秋
季
特
別
展

会

期
：
平
成
三
十
年
十
月
～一

一
月

テ
ー
マ
：『（
仮
）
橿
考
研
の
八
十
年

―
古
墳
時
代
後
期

～
平
安
時
代
―
』

④
八
十
周
年
記
念
冊
子
の
出
版

書

名
：『
橿
原
考
古
学
研
究
所

一
九
三
八
―
二
〇
一
八
』

出

版
：
平
成
三
十
年
六
月

⑤
記
念
講
演
会
等

内

容
：
東
京
新
聞
共
催

『
よ
み
が
え
る
古
代
の
大
和
』

平
成
三
十
年
八
月

「（
仮
）
天
武
・
持
統
朝

の
考
古
学
」

公
開
講
演
会
・
平
成
三
十
年

一
一
月
二
三
日
（
東
京
）

一
一
月
二
五
日
（
奈
良
）

「（
仮
）
古
代
ア
ジ
ア
文
化

の
輝
き

飛
鳥
・
奈
良
」

（
予
定
）

⑥
研
究
会

内

容
：
日
本
中
国
考
古
学
会

二
〇
一
八
年
度
大
会

平
成
三
十
年
一
一
月
三
・

四
日
（
予
定
）

⑦
記
念
論
集
の
出
版

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
十
七
）

テ
ー
マ
：『
空
間
・
ひ
と
・
装
飾
』

出

版
：
平
成
三
十
年
九
月
一
三
日

（
創
立
記
念
日
・
予
定
）

販
売
：
八
木
書
店

棺

ご

案

内

橿
考
研
創
立
八
十
周
年
関
連
事
業

＊
訂
正
と
お
詫
び

第
一
五
一
号
三
頁
一
段
二
・
四
行

（
誤
）「
東
大
寺
三
堺
四
至
図
」

（
正
）「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

（
編
集
担
当
）。


